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M e s s a g e

　かつて、「世界史は必ずしも幸福の地盤ではない。幸福な時
期とは世界史における空白なページである」と述べた思想家が
いました。たしかに、歴史の教科書には「空白なページ」など
ありませんし、書かれているできごとには戦争、経済危機、さ
らには疫病など、不幸というほかないことがめだちます。
　とはいえ、そうした苦難を人類がなんとか乗り越えてきたの
も事実であり、歴史の教科書はそのような視点からも読むこと
ができます。危機のときに人々がどのように対応したのか、そ
こからどのような教訓を得たのか、そして、つぎに同じような
ことがおこったときにその教訓を生かせたのかどうか、などが
浮かび上がってくるはずです。現実には、解決されないまま課
題として残っている問題は数多くあり、誰もが今後、そうした
課題になんらかのかたちで向きあう必要があります。この教科
書は、そのようなときに過去のできごとを思い出してもらえれ
ばと願いながら、執筆しました。事項はしぼりつつも重要なこ
とは網羅し、また思い出しやすい記述になっているはずです。
　教科書のどのページを開いても様々な人物が登場します。生
没年や業績とともに詳しく説明される人から、写真の片隅に写
る名もなき人まで、だれもが「歴史上の人物」です。不幸や苦
難をもたらした人もいれば、そこに巻き込まれ流されつつも懸
命に生きようとした人もいます。歴史の教科書は、そのような
有名無名の人々の記録でもあります。
　今を生きる私たちも、もしかしたらはるか未来の教科書の片
隅に写って、思いを馳せられているのかもしれません。そのと
きでも、教科書に「空白なページ」はないでしょうが、「幸福
な時期」がこれから増えていくことを願っています。

　私たちの生きている現代の世界は、ある日突然にあらわれた
のではありません。過去におきた様々なできごと―それは人に
よるできごとだけでなく自然の力によるできごともあります―
のうえに現代の世界があるのです。歴史を学ぶということは、
過去のできごとについて学ぶことを通じて、現代の世界の成り
立ちや諸問題をみつめ、未来をよりよい世界とするための道筋
を考えることといえるでしょう。
　歴史総合は、現代の世界とのつながりや影響の強い近代・現
代の歴史について、日本の歴史と世界の歴史を同じ科目で学び
ながら、それぞれのできごとを比べたり、おたがいのつながり
や影響を考えたりすることをめざしています。そのためには、
単純に歴史用語を暗記するだけではなく、それぞれのできごと
について、「いつ」「どこで」「どのようにして」、そして「なぜ」
というような「問い」を自分から発する姿勢をもちながら学習
することが重要となります。とはいえ、誰もがいきなり自分な
りの「問い」を立てるということは難しいでしょう。この教科
書では、高校生のみなさんが様々な「問い」をみずから立てら
れるようになることをめざしてつくられています。最初は、教
科書の問いについて考えるだけで精一杯となるかもしれません
が、学習を進めていくにしたがい、自分なりの「問い」や答え
を考えられるようになるでしょう。
　この教科書での学習を通じて、現代の世界について主体的に
考え、そして、よりよい未来のために行動できる人間となるた
めの基礎力を高めてほしいと願っています。

長井伸仁
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身近な歴史から
世界をみる
●身近な話題が豊富。学校、給食、映画、野球、SDGｓなど、生徒にとって身近に感じられ
るものを随所に盛り込んでいます。

●歴史の流れやできごとのつながりを重視し、平易でわかりやすい記述を心がけました。

3

厳選された見開き2ページ
完結の47テーマ
●歴史総合を学ぶにあたって、これだけは押さえてほしい！という47テーマ(1テーマは見開
き2ページ完結)で構成しています。
●テーマを通して本文の分量を統一し、図版などの資料や問いかけの点数を精選しています。
2単位で余裕をもった授業展開ができるので、アクティブラーニングなども取り入れやすい
です。
●シンプルな構成と内容で、ご専門ではない先生にも扱いやすい教科書となっています。

1

現場目線の楽しい工夫
●各テーマは高校現場で教える先生が執筆し、授業で活用しやすい要素を多く取り上げてい
ます。

● 楽しく学べるやさしい文章を心がけました。地図や写真など図版も大きめに掲載しました。
●巻末の用語解説は、本文にある生徒にとってなじみが薄いと思われる用語を取り上げて解
説しています。

2

➡p.8-9、14-15

➡p.8-9、14-15

➡p.12-13

●本書に掲載している計10点の２次元コードは、「NHK for School」の関連動画へとリンクします。生徒の深
い理解と主体的な学びを促します。 ➡p.4、15

●「教師用指導書授業実践編付属データ集（DVD-ROM）」には教科書単元ごとの「授業用スライド」や観点別
表記のある「準拠テスト例」などのデジタルコンテンツを収録し、授業をサポートいたします。 ➡p.22-23

●さらに、約10,000点の地歴公民デジタルコンテンツを定額制でご利用できる「山川＆二宮ICTライブラリ」
をご用意しました。上記「付属データ集」とあわせてご活用いただくことで、ICT活用がさらに充実します。
➡p.23下

ICT教材

わたしたちの歴史
日本から世界へ　

ノート
B5判　定価770円（10％税込）

準拠教材
➡p.24-25

山川 歴史総合 用語解説／同・アプリ付き版
地図＆年表で整理 歴史総合
歴史総合問題集
歴史総合デジタルテスト集 一問一答
ムービー歴史総合

補助教材
➡p.17・裏表紙
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（すべてNHK for Schoolの動画コンテンツです）
※ 本書掲載の 2次元コードからインターネットを使用した学習ができます。 2次元
コードの使用にあたって使用料はかかりませんが、通信料はかかります。インタ
ーネットを使用する際には、先生の許可を得たうえで使用してください。また、
使用にあたっては個人情報の扱いに十分注意してください。

2次元コード
沖縄の文化　28／アイヌの人々　29／蒸気機関の仕組み 30／関
東大震災の様子　93／東京大空襲の様子　103／原子爆弾　103／
新幹線　135／福岡県での公害　135／政府開発援助　143／国連
平和維持活動　152
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第3部

【西暦と世紀】
西暦は、イエス =キリストが生まれたとされる年を
紀元元年として、年数を数えている。世紀は、西暦の
100年をひとまとまりにして年代を区切るあらわし方
で、たとえば、18世紀は1701年から1800年までを指す。

【年代の表記】
日本の歴史に関わる西暦年は、元号（年号）を併記した。
明治5年までは日本暦と西暦とは1カ月前後の違いが
あるが、日本に関する年月は日本暦をもとにし、西暦
に換算しなかった。改元のあった年は、その年の初め
から新しい年号とした。たとえば、慶應4年は9月8日
に改元して明治元年となったが、この年のことはすべ
て1868（明治元）年とした。

【国名表記】
国名は、つぎのように表記する場合がある。
日本：日　中国：中　韓国：韓　アメリカ：米　
ロシア：露　イギリス：英　フランス：仏　
ドイツ：独　イタリア：伊　オランダ：蘭　
ソヴィエト社会主義共和国連邦：ソ

【文字資料】
文字資料については、原則として現代語訳や日本語訳
としたが、一部、原文をそのまま掲載したものもある。
文字資料の引用はできるだけ必要な部分にとどめ、適
宜、省略や表記の改変などをおこなった。

このテーマを学習するなかで、考えたい事柄を示して
いる。

【テーマ全体の問い】

写真やグラフ、文字資料などに関連して、考えたい事
柄を示している。

【用語解説】
★
本書を読む際に役立つように、本文中に印をつけた語
句は、巻末に「用語解説」を設けて解説した。

18世紀のアジアは、経済や文化が発達し
ていた。こうした状況は、ヨーロッパに
どのような影響を与えたのだろうか？

このデモに参加しているのは、どのような
人々だろう？
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③権利意識と政治参加や国民
➡授業展開例 p.7

2

配当
時間

2

2

2

4

17

2

20

2

17
合計70時間

地理的な見方や考え方を養えるよ
う、巻頭資料として、「歴史の舞
台」を設けました。

適宜2次元コードを配置し、動
画を参照することでより深い学
びを促します。 ➡p.15

歴史の用語に限らず解説が必
要と思われる用語については、
巻末に用語解説を設けて解説
しています。 ➡p.8

全体を3部構成、47テーマに分け、1テーマを見開き2ページとし、標準単位数2単位で無理なく
学習できる教科書となっています。

本文内容をより深く考察できるよう、「考えてみよう！」
と題した特集ページを設けました。 ➡p.12-13
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20 第1部　近代化と私たち

交通と貿易
近代化への問い①

18世紀のイギリスで始まった産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

は、交通機関の発達もうながした。
交通機関が発達していった理由や、その影

えい

響
きょう

について、みていこう。

①～⑥のテーマのなかから選んで、取り組んでみよう。

1872 新
しん

橋
ばし

と横浜のあいだに最初の鉄道が開通する
1881 日

に

本
ほん

鉄
てつ

道
どう

会
がい

社
しゃ

が設立される
1885 日本郵

ゆう

船
せん

会
かい

社
しゃ

が設立される
1889 東

とう

海
かい

道
どう

線
せん

（東京～神戸）が全通する
1891 日本鉄道会社が上

うえ

野
の

～青森に鉄道を全通させる
1893 日本郵船会社がボンベイ（インド）への航路を開く

1896
日本郵船会社がアントウェルペン（ヨーロッパ）、シアトル（北
アメリカ）、メルボルン（オーストラリア）への航路を開く

1906 鉄
てつ

道
どう

国
こく

有
ゆう

法
ほう

が制定される

■4日本における交通機関の発達 ■5日本郵船会社のおもな定期航路（1896年）

■3アメリカ合衆国北東部の鉄
てつ

道
どう

網
もう

（1860年）

●

●

大西洋

ニューヨーク

ワシントン
シンシナティ

アメリカ

カナダ

200km0

■1蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

車
しゃ

0 3000km

太平洋太平洋

インド洋インド洋

大西洋大西洋

シアトル

マニラ

マルセイユ
アントウェルペン

シンガポール

シドニー
メルボルン

ボンベイポートサイド

アデン
コロンボ

ロンドン

スエズ運河 ホノルル

よこはま
横浜

ながさき
長崎

ホンコン
香港

シャンハイ
上海

0°（赤道）

■2蒸気機関車関係の資料

運河開通以前には陸上交通は、……100ポンド＊1の重さのもの
を１マイル＊2運ぶのに１セント＊3かかった。そこでコムギ１バレ
ル＊4が市場に出して5ドルするとすれば、そのコムギを300マイ
ル運ぶ運賃は5ドル以上になったであろう。しかし鉄道によると
シンシナティからニューヨークまで１ドルで運ぶことができる。

＊1 1ポンド＝約453グラム　＊2 1マイル＝約1.6キロメートル
＊3 1ドル＝100セント　＊4 1バレル＝容量をはかる単位で、はかるものの種類や
国によって数値は変化する。 （平凡社編集部編『西洋史料集成』）

新しい交通機関の発明

日本における新しい交通機関の発達

■1の絵は、蒸気機関を利用した新しい交通機関ですね。

ということは、鉄道は（　　　　B　　　　）にも活用されたと考えられますね。

■2によると、鉄道によってコムギの輸送費が（A：高くなった／安くなった）ことがわかります。

（　A　）や（　B　）に当てはまる選
せん

択
たく

肢
し

や言葉は何だろう？

■4をみると、日本でも（C：明
めい

治
じ

維
い

新
しん

／第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

／第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

）以降、新しい交通機関が普
ふ

及
きゅう

していきますね。

この頃
ころ

のインドは、（D：綿
めん

花
か

／生
き

糸
いと

／アヘン／茶）の生産地として知られていました。

（　C　）から（　E　）に当てはまる選択肢は何だろう？

欧
おう

米
べい

への航路は、日本で生産された（E：綿花／生糸／アヘン／茶）の輸出のために開かれたのでしょうか？

最初の国際航路がインドへの航路となったのは、なぜでしょう？

このページで気づいたこと、もっと知りたいと思ったことを疑問のかたちでまとめてみよう。

学習内容 学習活動 評価

導
入

⑤
分

中学校の学習内容を確認す
る。

●中学校で、「産業革命」について
習ったことを自由に発言させ、
既習内容について確認する。

●本時の中心が交通の発達から近
代化について考えていくことで
あることを認識させる。

◆イギリスを中心とした欧米
と日本に分けて、考えられ
たか。（思考力・表現力・判断力）

展
開
Ａ

⑳
分

「新しい交通機関の発明」に
ついて、グループワークで
資料の読み取りを行わせ、
空欄補充や答え合わせを通
じて、対話的な深い学びを
実践する。

●1と3の図を確認させるととも
に、2の資料文を読ませる。

●４人で１グループとし、会話文
に沿って、選択の問いAと空欄
に入る語Bを考えさせる。

●各自ノートにA・Bの答えと、B
の根拠を書き出させる。

●Aの答え合わせを行うとともに、
グループごとにBの答えを黒板に
書かせ、指名したグループに、そ
の答えとなる根拠を発表させる。

◆話し合いに積極的に参加し
たか。（主体的に学習に取り組む
態度）

◆資料を読み取って、答えを
考えられたか。（知識・技能）

◆なぜ空欄にその言葉が入る
か説明できたか。（思考力・表
現力・判断力）

展
開
Ｂ

⑮
分

「日本における新しい交通機
関の発達」について、グル
ープワークで資料の読み取
りを行わせ、空欄補充や答
え合わせを通じて、主体的
な深い学びを実践する。

●4の年表と5の図を確認させる。

●グループ内で、会話文に沿って、
選択の問いC～Eを考えさせる。

●各自ノートにC～Eの答えを書き
出させる。

●Ｃ～Ｅそれぞれ、挙手させた上
で、解答させる。

◆話し合いに積極的に参加し
たか。（主体的に学習に取り組む
態度）

◆資料（年表）の読み取りと既
存の知識で、答えを考えら
れたか。（知識・技能）

◆積極的に、授業に参加し、
答えを表明できたか。（主体
的に学習に取り組む態度）

ま
と
め

⑩
分

問いを作り、今後の学習内
容を把握する。

●この授業で、気づいたことや
もっと知りたいと思ったことを
疑問のかたちでまとめ、グルー
プ内で、互いに発表し合うこと
で共有させる。

●産業革命と、交通・貿易の発展
がどのような結びつきがあるの
か確認し、教科書p.30、p.54を
紹介する。

◆歴史に関する疑問を言葉で
表現できたか。（思考力・表現
力・判断力）

●本時の目標
「交通と貿易」を切り口に、近代化に伴う生活や社会の変化について考察し、生徒自ら問いを
表現する。

近代化への問い①「交通と貿易」授業展開例

資料を読み解いたり、疑問を設定したりするヒントとなるよう、
それぞれの項目にキャラクターによる会話文等を設けました。

授業では項目1つを選択し、資料を読みとく
技術を培いながらこれから学ぶ「近代化」に
ついて、疑問や課題意識を持つようにします。

もうながした。
ていこう。

国北東部の鉄
てつ

道
どう

網
もう

（1860年）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

大西洋

クークニューニニニュニニニニニュニニューニューヨニュニュニュニュニニニニニニューニニニニニニュューヨ クーク

ントンワシンワシンワシンワシンワシワシンワシワシワワシシワシワシンワシンワシワシンワワシワシワワシワシワワワシンワシンワシワシシワシンワワワワワワワワワワワワワワワシシシシシンシンシシシシシシシンンンンンンンントン
ティィィィティティィティ

リカ

カナダカナダカナダカナダカナダカナダナダカナダカナカナダダカナダナダ

200km0

「近代化への問い」では
学習指導要領で取り上げら
れている「交通と貿易」

「産業と人口」「権利意識と
政治参加や国民の義務」

「学校教育」「労働と家族」
「移民」の6項目を
掲載しています。

内
容
構
成
・
特
長

教
師
用
指
導
書

指
導
書
付
属
デ
ー
タ

準
拠
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

容
構
成

特

●● 時の目目標本本時本時の目標標

近代化への問い①「交通と貿易」授業展開例を選択し、資料を読みと授 11つつ項項目目では授授業業 項目目11授 つ業業でではは項項 料料をを、、資資択しをを選選 資資料料を 料を選選択択しし、 と読読みみを読読みみとととくく
培いながらこれから学ぶ「近代化」にながら技 培い術を ながら培いななをを培培技術 培いなを培 なながながら技技 ららら技術術術をを培培 ぶ 近ら られ ぶ「近らら学学ぶぶれれかからららこれ ら学ぶれから ぶぶぶ「近らら 近近近らこれれれ らら 近 に化 にに化化」」にに近代化 に化」に近近近代化化化 にに
、疑問や課題意識を持つ問や課題つ 、疑いて 疑問て、 や課つい つよう題 を持意識 持つ識を よう題意 に す。しまますにし

近代化への問い

6 7



271　18世紀の世界とアジア
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隷貿易もおこなわれ、大
たい

西
せい

洋
よう

三
さん

角
かく

貿
ぼう

易
えき

と呼ばれる体制が成立した。ヨー

ロッパ諸国の競争は、18世紀後半にイギリスの勝利で終わった。しかし、

1783年にアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

がイギリスから独立 し、その影響を受けて、

19世紀前半にはラテンアメリカ諸地域も独立を達成した。そのため、

ヨーロッパ諸国は、新たな進出先を求める必要にせまられていた。

日本・琉球・
蝦夷地

1603（慶
けい

長
ちょう

8）年に成立した江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は、17世紀半
なか

ばまでにキリスト教を禁じ、日本人の海
かい

外
がい

渡
と

航
こう

や海

外に居住する日本人の帰国も禁じた。さらに、オランダを除くヨーロッ

パ船の来
らい

航
こう

を禁止して貿易を統制した。こうした状態は、のちに「鎖
さ

国
こく

」と呼ばれた。しかし、幕府はいわゆる「四つの窓口」を通じて海外

との交流を続けており 、その情報をもとに同時代の国際情勢を把
は

握
あく

した。

　幕府が貿易を統制すると、それまで輸入品であった綿織物・茶・陶磁

器・砂糖などは日本国内で生産されるようになった。また、新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

な

どによって農業生産ものびた。これらを背景に、日本では江戸・大
おお

坂
さか

・

京都の三都が生まれ、三都を中心に全国市場 も形成された。

　15世紀に成立した琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

は、明
みん

・清の冊
さく

封
ほう

国
こく

としての立場をとり、

中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

で栄えていた。しかし、17世紀に薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の侵
しん

攻
こう

を受けてからは、

中国に形式的に服属しながらも、日本の支配を実質的に受けるようにな

った。

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（現在の北海道）は、まだ日本の領域としては把
は

握
あく

されていなか

った。蝦夷地南
なん

端
たん

の松
まつ

前
まえ

をおさめていた大
だい

名
みょう

は、先住民族のアイヌ と

の交易を通じて蝦夷地の物産や中国東北地方の物産を入手していた。

→p.42

→p.36～37

4

★

→p.28 ★

→p.36 →p.28～29

■4江戸時代の対外交易　江戸時代の日本は、長崎・
対
つ し ま

馬藩
はん

・薩摩藩・松前藩を窓口として、海外と交易を
おこなった。また日本は、清と正式な国交をもたなか
ったが、長崎で中国の商人との取引を許したほか、オ
ランダ・琉球・朝

ちょう

鮮
せん

を通じて交易をおこなった。

中国の政治に対して批判的な意見がヨーロッパ
ではかなり広く存在するのだが、私は逆に、中
国旅行記などによって、その政体が賢

けん

明
めい

で明確
な法律にもとづいていて、その法を皇帝が遵

じゅん

守
しゅ

させるとともに、皇帝自身も遵守していると理
解するにいたった。
（ケネー『中国の専制政治』／大野英二郎『停滞の帝国』）

■5 18世紀のヨーロッパ人の中国観

ケネーは、当時の中国（清）を、どのように
みていたのだろう？

対馬藩

長崎

朝鮮

中国
（明・清）

山丹
蝦夷地（アイヌ）

琉球

江戸幕府

オランダ 500km0

さんたん

薩摩藩

松前藩

交易関係
使節の派遣

樺太
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豊かなアジア
へのあこがれ

18世紀のアジア では、西から順にオスマン帝
てい

国
こく

・ムガル帝国・清
しん

などが栄え、経済や文化が発

達していた 。とくにインドから中
ちゅう

国
ごく

にかけての地域は、綿織物 ・茶・陶
とう

磁
じ

器
き

などの世界商品 を生産していた。このうち、インド産の綿織物は

ヨーロッパで使われるだけでなく、アフリカで奴
ど

隷
れい

貿
ぼう

易
えき

の対価として

も用いられる重要な商品であった。また、中国産の茶を陶磁器で飲む習

慣は、当時のイギリスで上・中流階級のたしなみとなっていた。

　これらの商品を入手するために、ヨーロッパ諸国は、東
ひがし

インド会
がい

社
しゃ

と

いう特許会社 を設立するなどして、アジアへ進出したが、東南アジア島
とう

嶼
しょ

部
ぶ

やインド沿岸部を除くと、植
しょく

民
みん

地
ち

にするのは容易ではなかった。と

くに清は、17世紀後半に即
そく

位
い

した康
こう

熙
き

帝
てい

以来、３代約130年にわたる

繁
はん

栄
えい

の時代にあり、ヨーロッパ諸国に対してキリスト教布教の禁止や貿

易の統制をおこなっていた。中国に渡った宣
せん

教
きょう

師
し

らの報告を通じて、ヨ

ーロッパにもたらされた中国の政治体制や文化は、ヨーロッパの思想家

に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた 。

ヨーロッパ諸国
の海外進出

ヨーロッパ諸国は、16世紀頃
ころ

から商品を取引

するため、海外へ進出しはじめ、たがいに植民

地獲
かく

得
とく

競争を繰
く

り広
ひろ

げた。その結果、18世紀に入る頃までには南北ア

メリカ大陸が植民地化された。また、アフリカ西海岸に拠
きょ

点
てん

を設けた奴

1

2

★3

★ ★

★ →p.13

★

★

1654～1722

5

18世紀のアジアは、経済や文化が発達していた。こうした
状
じょう

況
きょう

は、ヨーロッパにどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えたのだろうか？

３つの陶磁器を
比べて、相互の
関係について考
えてみよう！

 18世紀の世界と
アジア

■118世紀半ばの世界

■2中国の都市のにぎわい　中国では、河
川や運河を利用した輸

ゆ

送
そう

網
もう

が発達し、都
市では活発な商取引がおこなわれていた。

■3陶磁器の交流　上から、中国の景
けい

徳
とく

鎮
ちん

でつくられ
た陶磁器、西洋風の絵付けがほどこされた中国の陶
磁器、ドイツのマイセン焼。上：五島美術館蔵

チントーチェン

0°（赤道）

3000km0

イ ン ド 洋

大 西 洋

太 平 洋

ロシア

中国（清）

ムガル
帝国

オスマン帝国

日本
こうしゅう

コワンチョウ

タバコ

工業製
品

砂
糖

砂糖・
綿花

コーヒ
ー豆

コーヒ
ー豆

銀
金
・
銀
・

・綿製品
綿
製
品

香辛料
こうしんりょう

香辛料・

香辛料

茶・絹
・陶
磁器

イギリスとその植民地
フランスとその植民地

オランダとその植民地
スペインとその植民地

ポルトガルとその植民地植民地の輸出品
ヨーロッパの輸出品

文字
文字

武器

奴隷

広州

図版、地図、表はできる限り大きく
し、見やすくしました。

解説が必要と思われる用
語については、★マーク
をつけ巻末の用語解説で
解説しています。

各テーマの冒頭に
はテーマを理解す
るための発問を付
し、本文を読むう
えでの視点や考え
たい事柄を示しま
した。

本文は主述のつなが
りや前後の文のつな
がりを重視し、でき
るだけ平易かつ簡潔
な叙述となるよう心
がけました。

適宜、図版や地図、
表などの資料にアプ
ローチするための簡
単な問いかけを付し
ています。

内
容
構
成
・
特
長

教
師
用
指
導
書

指
導
書
付
属
デ
ー
タ

準
拠
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

容
構
成

特

図版、地図、表はできる限り大きく
し、見やすくしました。

本文（第1部） テーマを通して本文の分量を統一し、図版などの資料
や問いかけの点数も精選して、シンプルなレイアウト
としています。
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61 いまの私たちにつながる課題
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■4と■5の絵は、それぞれどのような様子を描いたものであるかに注目しよう！

貿易以外の点では、南部と北部の考え方には共通点もみられるようだ。それは、どのようなことだろう？

Q5 「自由貿易を選択するか、保護貿易を選択するか」ということをめぐって、国家間や国内の地方間で意見が異なるという問題は、現代の社会でもみられるだ
ろうか？　あるとしたら、どのような点が問題となっているのだろうか？

Q4 つぎにあげた南部・北部それぞれの主張にある（ A ）から（ D ）
に当てはまる言葉を、■3から■5を参照して考えてみよう！

　自由貿易か保護貿易かの選択をめぐっては、国内でも意見が異なる

ことがある。このことを、南北戦争にいたるまでのアメリカ合衆国の

状況をまとめた■3から■5のグラフと絵から考えてみよう。

●19世紀後半の
アメリカ合衆国

北部の主張

自由貿易で（ A ）からの安い（ D ）の輸入を野放
しにすると、私たちの工場の経営が危なくなる。それに、
（ C ）を解放すれば、私たちは安価な労働力を獲

かく

得
とく

できるんだ。

南部の主張

保護貿易で（ A ）からの輸入を制限すると、彼
かれ

らは、
報復として、私たちのつくった（ B ）を輸入しなく
なるかもしれない。それに、人口の少ない南部では、
（ C ）は貴重な労働力でもあるんだ。

南　部 北　部

産　業 奴
ど

隷
れい

制
せい

にもとづく大農園（プランテーション）
経営（綿

めん

花
か

など） 資本主義的商工業

貿易政策 自由貿易主義（イギリスに綿花を輸出） 保護貿易主義

国会体制 州
しゅう

権
けん

主
しゅ

義
ぎ

連
れん

邦
ぽう

主
しゅ

義
ぎ

支持政党 民
みん

主
しゅ

党
とう

（1820年代結成） 共
きょう

和
わ

党
とう

（1854年結成）

奴隷制 肯
こう

定
てい

拡大反対
■3アメリカ合衆国の南部と北部の比

ひ

較
かく

野村達朗『大陸国家アメリカの展開』より作成

■4南部の風景 ■5北部の風景

人口

生産高

工場

農場

34％

39％ 61％

75％25％

81％19％

67％33％

66％

南部 北部

鉄道敷設
（距離）

てつどう ふ せつ

（1860年時点）
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工業や商業が発達している国と、
そうではない国との違いに着目
すると、どうだろう？

32～33ページに書かれていることも参照してみよう！

　貿易には、大きく分けて自由貿易と保護

（制限）貿易という２つの形態がある。これ

らの形態は、歴史上、どのような国で、ど

のようなときに、選択されたのだろうか。

まずは、自由貿易と保護貿易の特徴を整理

してみよう。

■2の絵は、1793年にイギリスから派
は

遣
けん

されたマ

カートニー が清の皇
こう

帝
てい

に謁
えっ

見
けん

して、貿易の改善を求

めている様子を描
えが

いたものである。
1737～1806

どっちがお得？　
自由貿易と保護貿易

人類の歴史をみると、国や人々がいろいろな制約から
自由になろうとする動きがある一方で、行き過ぎた自
由を制限しようとする動きがあることにも気がつく。
このことについて、「貿易」を例として考えてみよう。

Q1 ■1から、自由貿易を選ぶ国と保護貿易を選ぶ国には、どのような違いがあるといえるだろうか？

① イギリスは、清からおもに何を輸入していたのだ
ろうか？
② イギリスは、清へ何を輸出したかったのだろうか？
③ イギリスは、清に対してどのようなことを求めた
のだろうか？
④ 清は、なぜイギリスの要求を受け入れなかったの
だろうか？
⑤ 交

こう

渉
しょう

に失敗したあと、イギリスはどのような手段
で貿易の損失をおぎなおうとしたのだろうか？

●自由貿易と保護貿易

●中国（清）とイギリス

いまの私たちにつながる課題 自由・制限

Q3

① １円でも安い商品を買いたい人にとって、自由貿易はどの
ような意味をもつだろうか？
② 他国より優

すぐ

れた製品の開発を進めている人や国にとって、
保護貿易はどのような意味をもつだろうか？

Q2

■2清の皇帝に謁見するマカートニー

■1自由貿易と保護貿易の違
ち が

い

自由貿易＝国家が貿易に介
かい

入
にゅう

しない
→市場の働きに任せた自由な取引がおこなわれる
保護貿易＝国家が貿易に介入して自国の産業を保護・振

しん

興
こう

する
　例：関

かん

税
ぜい

や輸入数量制限などにより輸入を制限する
　　　輸

ゆ

出
しゅつ

奨
しょう

励
れい

金
きん

などにより自国製品の輸出をあと押しする
これまでの
学習を通して、

身近な現代の課題の
解決を視野に入れて
構想できるように
しています。
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容
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書

指
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デ
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書
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構
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特

内
容
内
容

いまの私たちに
つながる課題

第1部のまとめのページです。過去の人々が課題に対
してどのような取り組みを行ったかを資料を読み解き
ながら振り返り、現代の諸課題について自ら課題を設
定して考えます。学習指導要領の観点から、第１部で
は「自由・制限」「対立・協調」を取り上げました。
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91考えてみよう！　大衆文化としての映画

5

10

5

10

開された「国民の創
そう

生
せい

」では、南
なん

北
ぼく

戦
せん

争
そう

が描
えが

かれるな

かで、黒人は悪役として登場した。映画では白
はく

人
じん

優
ゆう

越
えつ

主
しゅ

義
ぎ

の秘密結社クー =クラックス =クラン（KKK ）が英
えい

雄
ゆう

として描かれ、このことが実際のクー =クラックス =

クランの活動を活発にさせたという説もある。

　1927年から映画には音声が取り入れられるようにな

り、映画の表現は大きく前進した。世
せ

界
かい

恐
きょう

慌
こう

がおこると、

映画産業も打
だ

撃
げき

を受けたが、1930年代になると、再び

映画の人気は高まっていった。1930年代には、「白
しら

雪
ゆき

姫
ひめ

」

「オズの魔
ま

法
ほう

使
つかい

」などアニメーションやミュージカルを

取り入れた映画や、「フランケンシュタイン」などの怪
かい

奇
き

映
えい

画
が

、「風と共に去りぬ」や西
せい

部
ぶ

劇
げき

といったアメリカの

歴史を描く映画など、様々な種類の映画がつくられた。

● ●映画と政治

　映画は、各国政府によってプロパガンダとして利用さ

れることもあった。

　ソ連では、1920年代にロシア革
かく

命
めい

を正当化する映画

がつくられた。ドイツでは、ナチ党
とう

が法律で映画への検
けん

閲
えつ

を強めるとともに、多くの宣伝映画をつくらせた 。

　日本でも、政府は映画を管
かん

轄
かつ

下
か

におこうとして、法律

を定めた。戦時中には、多くの戦争映画がつくられ、観

客は映画を通じて兵士への感謝や、戦争への協力をうな

がされた。アメリカやイギリスなどでも戦時中には戦
せん

意
い

高
こう

揚
よう

のための映画がつくられ、現代の映画にも登場する

ヒーローが、日本やドイツと戦う映画もあった。

7

→p.39

→p.86

→p.92

5

8

6

★

→p.78～79

→p.95 9

■7「国民の創生」のポスター　クー =
クラックス =クランが描かれている。

■5「白雪姫」　ディズニー（1901～66）によるハリウッ
ド初の長編アニメーション映画で、はじめて世界に配
給されたアニメーション映画でもあった。

■8「オズの魔法使」　アメリカの児童文学を原作
として製作された。当時はまだ珍

めずら

しかったカラー
フィルムを使用するなど、製作には多額の資金が
かかった。

■6西部劇　アメリカが北アメリカ大陸の西へと領土を
広げていった時代や、そこで活

かつ

躍
やく

した人々を描く映画
は西部劇と呼ばれ、数多く製作された。写真は1939年
に公開された「駅

えき

馬
ば

車
しゃ

」で、町と町を結ぶ駅馬車に乗
りあわせた人々の人間模様と、駅馬車を襲

おそ

う先住民族
との戦いを描いた。

■9「意
い

志
し

の勝
しょう

利
り

」　1934年、ドイツのニュルンベ
ルクでおこなわれたナチ党の党大会を記録した映
画。ナチ党のよいイメージをアピールしようと、
様々な演出が用いられた。

090-091 rs3_2_0_考えてみよう_大衆文化としての映画(3).indd   91 2021/09/29   20:00

90 第2部　国際秩序の変化や大衆化と私たち

5

10

5

10

大衆文化として
の映画

大衆文化のなかで発達した映画は、私たちの社会にどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えたのだろう？

● ●映画の発明と広がり

　映画は、フランスのリュミエール兄弟 やアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

のエディソンらによって発明された。当時の映画は

音声がなく、言語の違
ちが

いが大きな問題とならなかったた

め、国境をこえた技術の交流が盛
さか

んにおこなわれた。第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が始まる頃
ころ

までには、様々な国で映画がつ

くられるようになった。

　アメリカにも多くの映画が輸入され、移民や労働者な

どの娯
ご

楽
らく

となった。1910年頃には、アメリカ西海岸に

映画の街ハリウッドが建設されはじめ、徐
じょ

々
じょ

に映画産業

の中心的役割を担
にな

うようになっていった。

　日本でも映画は人気を得て、1903（明治36）年には浅
あさ

草
くさ

に日本最初の常設映画館が開業した 。

● ●アメリカ合衆国と映画

　第一次世界大戦が始まると、アメリカはヨーロッパな

どに資金の貸出などをおこなって利益をあげ、経済的に

急成長した 。アメリカ映画の製作数は大
おお

幅
はば

に増加し、世

界中にアメリカ映画が輸出されるようになった。

　第一次世界大戦後は、ヨーロッパの監
かん

督
とく

や俳優がハリ

ウッドにまねかれたこともあり、アメリカの映画産業は

大きく成長した。映画は多くの人々に親しまれ 、チャッ 

プリン などのスターと呼ばれる俳優たちが注目を集めた。

　映画が人々の娯楽として定着していくにつれて、映画

の社会への影
えい

響
きょう

力
りょく

も強まった。たとえば、1915年に公

兄1862～1954、弟1864～1948

2

1847～1931

1

→p.86

4

1889～19773

考えてみよう！

■2「ラ =シオタ駅への列車の到
とう

着
ちゃく

」　リュミエ
ール兄弟により、1895年に上映された短編映画。
スクリーンに映った列車がせまってくると、驚

おどろ

いて逃
に

げ出
だ

す観客がいたといわれる。

■1浅草の映画街 関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

（→p.93）の
あと、区画整理され
た浅草には多くの映
画館や劇場が建てら
れた。写真は1930
年代の様子。

■3チャップリン 「モダン・タイムス」「独
どく

裁
さい

者
しゃ

」
など、社

しゃ

会
かい

風
ふう

刺
し

を取り入れた喜劇映画を多数発
表した。

■4映画館の前に集まった人 （々1920年代、ニューヨーク）
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特

考えてみよう！ 「考えてみよう！」と題した特集ページを7つ設け、
本文の内容をよりいっそう深く考察できるよう、重
要なテーマを別途叙述しています。
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1355　高度経済成長の光と影
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ット、のちにはコンビニエンスストアなどが開店した。

　また、自動車の普及にともなって高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

網
もう

が整備された。鉄道の電

化も進み、東京オリンピックが開かれた1964（昭和39）年には東
とう

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

が開通した。

　所得面で貧
ひん

富
ぷ

の差が縮小したことや、マスメディアの発達により、画

一的な情報が社会にいきわたったことで生活様式が均質化すると、人々

のあいだには中
ちゅう

流
りゅう

意
い

識
しき

が生まれた。

高度経済成長
のひずみ

高度経済成長の一方で、国内では社会問題が発生

した。太平洋側に製鉄所や石油化学コンビナート

が建設され、重化学工業地帯 （太平洋ベルト地帯）が形成されると、こ

の地域に産業と人口が集中し、日本国内で地域間格差が生まれた。農村

では大都市へ人口が流出して、過
か

疎
そ

化
か

が進行する一方、都市部では過
か

密
みつ

化
か

が進行し、郊
こう

外
がい

に向けて無
む

秩
ちつ

序
じょ

な宅地開発がおこなわれ、核
かく

家
か

族
ぞく

の住

む集合住宅（団
だん

地
ち

）やニュータウンも建設された。

　重化学工業の急速な発展や都市の過密化は、生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

を悪化させた。

工場からの廃
はい

水
すい

や煤
ばい

煙
えん

は、水
すい

質
しつ

汚
お

濁
だく

や大
たい

気
き

汚
お

染
せん

を引きおこした。水
みな

俣
また

病
びょう

などの深刻な四
よん

大
だい

公
こう

害
がい

も発生し、いずれの裁
さい

判
ばん

でも企業や国に対して患
かん

者
じゃ

への賠
ばい

償
しょう

金
きん

の支
し

払
はら

いを命じる判決が出された。都市部では自動車の増

加もあって騒
そう

音
おん

や光
こう

化
か

学
がく

スモッグの問題が発生し、公害に抗
こう

議
ぎ

する住民

運動も活発になった。こうした動きを受け、政府は1967（昭和42）年に

公
こう

害
がい

対
たい

策
さく

基
き

本
ほん

法
ほう

を制定し、71（昭和46）年に環
かん

境
きょう

庁
ちょう

（現、環
かん

境
きょう

省
しょう

）を設置

して対策にあたった。

5

7

■7四
よん

大
だい

公
こう

害
がい

訴
そ

訟
しょう

（熊
くま
本
もと
）水
みな
俣
また
病
びょう

（熊本県）
四
よっ
日
か
市
いち
ぜんそく

（三重県）
イタイイタイ病
（富山県）

新
にい
潟
がた
水
みな
俣
また
病
びょう

（新潟県）

症
しょう
状
じょう 有

ゆう
機
き
水
すい
銀
ぎん
中
ちゅう
毒
どく
に

よる神経障害
ぜんそく等の
呼
こ
吸
きゅう
器
き
疾
しっ
患
かん

腎
じん
臓
ぞう
障
しょう
害
がい
と骨

がもろくなる
有機水銀中毒に
よる神経障害

原因
新
しん
日
に
本
ほん
窒
ちっ
素
そ
水

俣工場からの
排
はい
水
すい

工場群からの
排
はい
煙
えん
中の硫

い
黄
おう

酸
さん
化
か
物
ぶつ
など

三
みつ
井
い
金
きん
属
ぞく
神
かみ
岡
おか

鉱
こう
山
ざん
からのカ

ドミウム

昭
しょう
和
わ
電
でん
工
こう
鹿
かの
瀬
せ

工場からの排水

提
てい
訴
そ
日
び 1969年

6月14日
1967年
9月1日

1968年
3月9日

1967年
6月12日

被
ひ
告
こく
新日本窒素 三

みつ
菱
びし
油
ゆ
化
か
など 三

みつ
井
い
金
きん
属
ぞく
鉱
こう
業
ぎょう
昭和電工

判決 患
かん
者
じゃ
側
がわ
全
ぜん
面
めん
勝
しょう
訴
そ

■5東京オリンピック
の開会式　アジアで
最初に開かれたオリ
ンピックであった。

どのような変化が読み取れるだろう？

0 20 40 60 80 100

1920

1930

1940

1950

1960

1970

1980

1990

2000

（年）
53.8% 20.5 23.7 1.9

49.7 20.3 29.8 0.2

44.3 26.0 29.0 0.7

48.5 21.8 29.6 0.1

32.7 29.1 38.2

19.3 34.0 46.6 0.1

10.9 33.6 55.4 0.1

7.1 33.3 59.0 0.5

5.0 29.5 64.3 1.2

その他

第1次産業
第2次産業
第3次産業

（%）

■6産業別15歳以上就業者数の割合
三和良一・原朗編『近現代日本経済史要覧　補訂版』より作成

新幹線
NHK for School

「世界初の高速鉄道
「東海道新幹線」」

福岡県での公害
NHK for School

「工業がもたらした環境問題」

134 第3部　グローバル化と私たち
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高度経済成長
岸
きし

信
のぶ

介
すけ

内
ない

閣
かく

が総辞職したのち、1960（昭和35）年

７月に池
いけ

田
だ

勇
はや

人
と

内閣が成立した。池田内閣は国

民から幅
はば

広
ひろ

く支持を得るため、国
こく

民
みん

所
しょ

得
とく

倍
ばい

増
ぞう

計
けい

画
かく

を打ち出した。この政

策は、1950年代後半から始まっていた高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

をあと押しした。

1955～73年の日本の年
ねん

平
へい

均
きん

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

率
りつ

は10％前後を維
い

持
じ

し 、68（昭和

43）年に国
こく

民
みん

総
そう

生
せい

産
さん

（GNP）がアメリカにつぐ西側諸国第２位となった。

　高度経済成長を支えたのは、消費の拡大、関
かん

連
れん

企
き

業
ぎょう

の設備投資、企業

どうしの競争などを背景とする設備投資の拡大である 。大企業や中小企

業では技術革新が進み、日本製品の品質が向上した。また、西アジアの

産油国からの安価な原油 により石炭から石油へのエネルギー源の転
てん

換
かん

が生じたこと、固
こ

定
てい

為
か わ せ

替レートや品質の向上などにより輸出がのび、資

源や食料の輸入をおこなえたこと、都市部に移動する若者の労働力を利

用したこと、防衛費をおさえて経済成長に政府の資金を向けたことなど

もあげられる。

大衆消費社会
の誕生

高度経済成長は、国民の生活様式や意識を大きく

変化させた。1950年代後半には、「三
さん

種
しゅ

の神
じん

器
ぎ

」、

その後、1960年代末以降には、3C（「新
しん

三
さん

種
しゅ

の神
じん

器
ぎ

」）が普
ふ

及
きゅう

した 。こ

のような耐
たい

久
きゅう

消
しょう

費
ひ

財
ざい

のほか、インスタント食品なども普及した。こうし

た消費生活における変化は流通面にも変化をもたらし、スーパーマーケ

1899～1965

1

2

★

4

3

1950年代後半から1960年代、日本経済は急速に成長した。
この時期、日本ではどのようなことがおこったのだろうか？ 高度経済成長の

光と影

■4生活の変化　たらい
と洗

せん

濯
たく

板
いた

（上）を使って
おこなわれていた洗濯
は、電気洗濯機（下）を
使用しておこなわれる
ようになった。
上：昭和のくらし博物館提供

電気洗濯機など耐久消費財の普及は、人々
の生活に、どのような変化をおよぼしたのだろう？
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白黒テレビ

電
気
冷
蔵
庫

カラーテレビ
乗用車

クーラー
（ルームエアコン）

携帯電話

ビデオカメラ

パソコン

温水洗浄便座

電
気
洗
濯
機

（年）

（%）■1日本の経済成長率
（実質）
総務庁統計局監修『日本長
期統計総覧』、内閣府「国
民経済計算」より作成

■3耐久消費財普及率　白黒テレビ・電
でん

気
き

洗
せん

濯
たく

機
き

・電気冷蔵庫は
「三種の神器」、自家用車・カラーテレビ・クーラー（ルームエア
コン）は3C（「新三種の神器」）と呼ばれた。
内閣府「消費動向調査」より作成

■2自動車の生産　自動車生産には新しい技術や組立てライン方
式などが取り入れられた。

134-135 rs3_3_5_高度経済成長の光と影(3).indd   134 2021/09/29   20:31

グラフや地図はカ
ラーユニバーサル
デザインを取り入
れています。

適宜2次元コードを配置し、動画を参照
することでより深い学びを促します。
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容
構
成

特

適宜2次元コードを配置し、動画を参照
することでより深い学びを促します

本文（第3部） テーマを通して本文の分量を統一し、図版などの資
料や問いかけの点数も精選して、シンプルなレイア
ウトとしています。
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歴史総合トータルサポート
指導に、学習に、ICT教育に。

山川出版社は「歴史総合」をトータルサポートいたします。

山川出版社の

わたしたちの歴史
ノート

指  導

ICT教育

学  習

山川＆二宮ICTライブラリ

先生用サポート

授業用サポート

生徒用サポート

▶準拠ノート ➡p.24-25

B5判　２色　80頁＋解答８頁
定価660円（10％税込）

歴史総合 要点チェック

四六判　２色　360頁
定価990円（10％税込）

【アプリ付き版】四六判　2色　360頁
定価1,650円（10％税込）

歴史総合 用語解説

B5判　２色　128頁＋解答16頁
定価990円（10％税込）

歴史総合問題集

AB判　４色　40頁＋解答２頁
定価440円（10％税込）

地図&年表で整理 歴史総合

※書店店頭での販売は致しません。

AB判　４色　56頁＋解答24頁
定価440円（10％税込）

歴史総合資料集

※書店店頭での販売は致しません。

▶補助教材

B5判　４色　144頁＋解答16頁
定価770円（10％税込）

わたしたちの歴史 日本から世界へ ノート

▶教師用指導書
授業実践編
研究編

➡p.18-21
➡p.19右下

「山川＆二宮ICTライブラリ」にて
ダウンロード販売

歴史総合デジタルテスト集
一問一答　定価8,800円（10％税込）

▶ 教師用指導書授業実践編
付属データ集
▶デジタル教科書

▶山川＆二宮ICTライブラリ

➡p.22-23

➡p.23下

指導者用
学習者用

➡p.26-27
➡p.28

➡裏表紙

内
容
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成
・
特
長

教
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用
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導
書
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導
書
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属
デ
ー
タ

準
拠
ノ
ー
ト
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ジ
タ
ル
教
科
書

わたしたちの歴史
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①18世紀のアジアにおける経済や文化の発達と同時代のヨーロッパ諸国の対外進出との関係について考える。
②江戸時代の日本における産業の発達と全国市場の形成を、いわゆる「鎖国」体制と関連づけて理解する。

地図1から、当時のアジアに複数の大帝国が存在していたこと、そのなかでもインドから中国に至る地域がヨーロッパに様々な商品を供給し
ていたことを確認する。地図1から確認したことや図版2から、当時のアジアの繁栄を想起させる。

学習内容 学習活動 留意点留・評価評

導
入

5
分

地図1をもとに、当時の世界的な
物品の流れをつかむ。

●アジア諸地域で生産された世界商品がヨーロッ
パでどのように使用されていたかを考える。

「歴史総合」では、大航海時代に関する事項
やアジアの諸帝国についての詳細を扱えない
ので、適宜補足を加える。

展
開
Ａ

15
分

アジア諸地域で生産された世界商
品を入手するためにヨーロッパ諸
国がおこなったことを理解する。

ヨーロッパ諸国のアジア進出が貿
易から植民地獲得に移行する背景
にアメリカ大陸の情勢の変化が
あったことを理解する。

●アジア産の世界商品がヨーロッパ内での消費に
とどまらなかったことを本文から読み取る。
●図版3から、中国の陶磁器がヨーロッパの陶磁
器産業に与えた影響を考える。

●当時の清がヨーロッパ諸国に対して優位な立場
にあったことを本文から読み取る。
●アジアの植民地化が、当初から順調に進んだの
ではないことを本文から読み取る。
●アメリカ大陸諸地域の独立がヨーロッパ諸国の
対外政策に与えた影響を考える。

教科書p.34の地図1と連動させてもよい。

知アジア産の世界商品がヨーロッパでどのよ
うに扱われていたかを理解できている。
思18世紀のヨーロッパ人の中国観について資
料をもとに説明できる。
文字資料5を活用する際、概念用語について
は適宜解説を加える。
知大西洋三角貿易の構造を理解できている。

展
開
Ｂ

20
分

江戸幕府の「鎖国」が完全に外国
との交流を断ち切ったものでない
ことを理解する。

「鎖国」後の日本における産業の
発達とそれにともない全国市場が
形成されていく流れを理解する。

●江戸幕府が「鎖国」体制を形成する過程とその
後の対外関係の特徴を本文から読み取る。
●本文や地図4で、江戸時代の対外関係の状況を
読み取る。
●江戸幕府による貿易統制が当時の日本の産業に
与えた影響を本文から読み取る。
●対外関係を制限していた時代に新田開発が進ん
だ理由について考える。
●江戸時代には琉球と蝦夷地が日本に完全に組み
込まれていなかったことを本文から読み取る。

キリスト教の禁止や日本人の海外渡航や帰国
の禁止などを扱う際には、当時のヨーロッパ
の情勢について適宜補足を加える。
知「鎖国」体制の形成過程を理解できている。
主地図4から「鎖国」期の対外関係の特徴に
ついてまとめられる。
思貿易統制と産業発達の関係や全国市場の形
成について説明できる。
琉球と蝦夷地については、教科書p.28～29「考
えてみよう！琉球と蝦夷地」と連動させる。

ま
と
め

10
分

本時の振り返り（テーマの問いを
投げかける）。

●テーマの問いについて、考える。すぐに答えを
出すことが難しい場合は、段階的に発問を用意
して、生徒が答えやすいようにする。

思アジアの豊かさが、ヨーロッパ諸国の対外
進出を拡大する大きな動機となり、このこと
がやがてアジア諸地域の植民地化につながっ
たことを理解できている。

知は知識・技能、思は思考力・判断力・表現力、主は主体的に学習に取り組む態度

本時の目標

導入案

授業展開案

留

留

評

評

留

評

留

評
評

評

留

評

18世紀の世界とアジア 教科書p.26～27

511　18世紀の世界とアジア

要点整理（板書例、スライド例、プリント例）

豊かなアジアへのあこがれ
■118世紀のアジア
　オスマン帝国・清などの帝国が栄える
　インドから中国にかけての地域で世界商品を生産

＊綿織物・茶・陶磁器など
　→ヨーロッパへ輸出
■2ヨーロッパの進出
　東インド会社など特許会社の設立→アジア進出
　一部を除き植民地化は困難
■3清の繁栄
　康熙帝の時代に始まる繁栄期
　キリスト教布教の禁止や貿易の制限
　宣教師　ヨーロッパの科学技術を中国に伝える
　　　　　中国の政治体制や文化をヨーロッパに伝える
　　　　　→たがいに大きな影響

ヨーロッパ諸国の海外進出
■1商品取引から植民地獲得へ
　南北アメリカ大陸の植民地化
　＋アフリカ西海岸の奴隷貿易→大西洋三角貿易の成立
　アメリカ合衆国の独立→新たな植民地の必要性
日本・琉球・蝦夷地
■1鎖国
　貿易と対外関係の制限
　「四つの窓口」を通じた海外との交流
■2国内経済の発達
　世界商品（綿織物・茶・陶磁器・砂糖）の国産化
　＋新田開発による農業生産増→全国市場の形成
■え3琉球・蝦夷地
　琉球…中国に形式的に服属・日本が実質的に支配
　蝦夷地…先住民族であるアイヌとの交易

歴史事象・歴史用語解説

インドの綿織物　　綿（本来の用字は棉）は、アオイ科ワタ属の多年
草からとれる繊維で、のびにくく丈夫であり、吸湿性にすぐれると
いう性質をもつ。原産地はインドとアフリカといわれ、このうちイ
ンドでは、前2000年紀には栽培と繊維としての利用が始まっていた。
古代より、インドの重要な産物として知られ、西アジア・ヨーロッ
パへは紀元前には伝わっていた。また、東南アジアで産出されるス
パイスの対価として用いられていたともいわれている。17世紀末に
東インド会社がインド産の綿布（更紗、キャラコ）を輸入すると、軽
くて美しいインド綿布は熱烈に迎え入れられた（いわゆる「キャラ
コ熱」）。またイギリス以外のヨーロッパ諸国でもインド綿布への需
要が大きかった。しかし、イギリスで試作された綿布は厚手で、弱
く、また染色も未熟であったため、インドの綿織物に太刀打ちでき
なかった。18世紀の初めから一連の技術革新が繰り返され、18世紀
の終わりからようやく実用的な綿布（捺染キャラコ）ができるように
なった。

東インド会社　　17世紀より19世紀にかけて、東インド・ヨーロッ
パ間の交易や、南アジア・東南アジアにおける植民地の経営をおこ
なった特許会社。ここでいう「東インド」とは、喜望峰以東、マゼ
ラン海峡に至る全海域を指す。本来の目的は、「東インド」物産のヨー
ロッパへの輸入を独占し、高い利潤をあげることであったが、各国
間の競争を勝ち抜くため、現地の伝統的政治権力と結び、政治的・
軍事的支配権をも把握するようになった。そのため、東インド会社
間の争いが植民地戦争に発展し、本国の出先官庁のような性格をお
びるに至った。

イエズス会の中国布教　　イエズス会は、1534年にイグナティウ
ス =ロヨラがザビエルら同志６人とともにパリで設立し、40年に教
皇パウルス３世の認許によって正式に発足した。会員は軍隊的訓練
を受け、厳格な規律を守り、教皇を首長と仰いで旧教勢力の拡大、
新教撲滅の信念をもって身命を賭して布教に従事した。その熱心な
布教は、ポルトガル・スペインの植民事業と並行し、アメリカやア
ジアにもカトリックが伝播された。アジアへの布教では、49年日本
に来航し九州・関西に布教したザビエル、中国に自然科学を伝えた
マテオ =リッチらが有名である。中国では、ヨーロッパの科学や学
問の紹介をおこないながら中国の士大夫層の関心をひき、高官や宮
廷に接近することにつとめ、布教の許可を得ることに成功した。ま
た布教にあたっては、中国社会の風習を取り入れ、中国人信者の祖
先崇拝や孔子をまつることなどの伝統的儀礼を認めて布教の成果を

あげた。しかし、その布教法は他派宣教師の敵視するところとなり、
ローマ教皇への提訴となっていわゆる典礼問題を引きおこすことに
なった。したがって、中国におけるキリスト教布教は、イエズス会
士と他派宣教師との教法をめぐる争いによって失敗をもたらしてい
るのであり、かつその争いは中国皇帝とローマ教皇との対立へと発
展したのである。

北アメリカ植民地と奴隷貿易　　奴隷貿易は、16世紀末まではポル
トガルが独占し、以後スペイン・オランダ・フランス・イギリスが
割り込んだ。イギリスでは1672年王立アフリカ会社が設立され、奴
隷貿易を独占したが、1698年この独占を廃止し、10％の課税と引き
換えにイギリス国旗を立てたすべての船舶に貿易の権利を開放し
た。黒人奴隷貿易の基地はイギリスではリヴァプール、ニューイン
グランドではロードアイランド州であった。植民地でタバコやコ
メ・藍の栽培が盛んになると、安い労働力として黒人奴隷の需要が
増大した。植民地の労働力は、はじめは本国やアイルランドで土地
を奪われた農民や都市の貧民らの年季奉公人であったが、年季があ
ければ独立の生産者にもなり、労働力の固定化には不都合であった。
そのため、プランターは、白人年季奉公人にかわって黒人奴隷を利
用しだした。奴隷貿易が今日の社会に残した影響は、労働人口を大
量に奪われたアフリカの経済発展が阻害されたことや現代でも根強
く残る人種差別の問題ばかりではない。奴隷とする人を捕獲して
ヨーロッパ人に売却したのは、西アフリカ地域のアフリカ人諸王国
であった。このことが、ただでさえ不安定な状況にあるアフリカに、
新たな紛争を引きおこしかねない危険性をもっていたことにも留意
したい。

大西洋三角貿易と世界的な分業システム　　大西洋三角貿易では、
ヨーロッパからアフリカへ火器や綿布・雑貨が送られ、西アフリカ
で黒人奴隷と交換され、これをアメリカのプランテーションで生産
された砂糖や綿花と交換した。アメリカで奴隷を売却した船は為替
や現金のほか、砂糖や綿花のような植民地物産を得てヨーロッパに
帰港したが、綿布輸出と砂糖大農園の副次的産物である綿花の輸入
とも結びついていたことで、後世のイギリスにおける綿工業の展開
をうながした。近世以降、この三角貿易を通じて、世界各地の経済
活動が密接に結びつけられ、巨大な分業システムを構成することに
なった。この点を強調したのが（近代）世界システム論である。提唱
者のウォーラーステインによれば、16世紀半ばのオランダにおいて
誕生したこのシステムは、ヨーロッパ諸国の海外進出によって他地

54 第１部　近代化と私たち

第4章 帝国主義の展開とアジア

　　　　　　　19世紀後半，人と物の流れは一層活発化し，
世界の一体化は急速に進んだが，その一方で，

世界は分裂と対立を深めた。帝国主義の時代における世界の
一体化の進展は，分裂と対立をより拡大・深刻化させていく。
　日本は，立憲体制を整えたとはいえ，まだ幕末以来の不平
等条約の撤廃を完了していないなかで，東アジアにおける帝
国主義国家へと変貌し，朝鮮をめぐって清と争い，東アジア
における覇権をめざして日清戦争をおこなった。そのような
国際的環境のなかで，経済的課題として近代的な産業を政府
が育成する殖産興業や産業革命を成し遂げねばならなかった。
内外の課題に対応するため，政治的には国民的合意形成に必
要な政党勢力が伸張し，「国民国家」創出のためには統一的
で均質な近代的な教育体制の確立がめざされた。
　第 2次産業革命による大規模化した産業を背景にして，ヨ
ーロッパの帝国主義諸列強は，労働運動や社会主義政党の拡
大，自治・独立の気運，専制政治の不満など，内部に様々な
矛盾を内包しながらも一層の世界支配に乗り出したため，国
際的緊張が高まった。帝国主義諸列強は，アフリカ・西アジ
ア・南アジア・太平洋・東アジア・中米で植民地獲得を競っ
たが，とくにアフリカでは，ヨーロッパ列強同士の対立が激
烈化した。工業力がイギリスをしのいだアメリカは，中米と
太平洋での進出をはかり，中国への野心も露骨に示した。
　アフリカについで帝国主義的対立の焦点となったのは中国
である。日清戦争後，「世界分割」競争の舞台となった中国
における対立の基軸は，イギリスとロシアの対立であった。
しかし，南アフリカ戦争で余力のなくなったイギリスは，東
アジアにおいては日本と結ぶことで，ロシアとその背後にあ
るフランスとのパワーバランスをとる方向へ転換した。日露
戦争によりロシアの国際的地位が低下すると，イギリス・フ

概観

1 条約改正と日清戦争

金玉均（1851～94）　　朝鮮王朝末期の官僚・政治家。実学に
影響され朴泳孝らとともに開化派として，朝鮮の清国からの
独立と閔氏政権の打倒をめざした。1884年に甲申事変をおこ
したが失敗し，日本に亡命。閔氏政権は彼の引渡しを日本に
要請，またその暗殺を企てたため，日本政府は小笠原諸島や
北海道に移送した。その後，金は朝鮮中立化などを構想した
が，刺客に誘い出され上海で暗殺された。

壬午軍乱（壬午事変）　　朝鮮では，王妃閔氏一族が大院君に
よる排外主義を改め，日朝修好条規締結後は親日政策を進め，
日本式の新式軍隊を創設した。新式軍隊は優遇されたが，旧
軍隊は待遇が悪かったため，兵士の不満が爆発して，これに
開国により経済的に窮迫したソウルの下層民衆が呼応した。
閔妃政権に不満をもっていた大院君がこれを扇動したため，
1882年 7 月，兵士は王宮に侵入して，閔妃派の高官や，新式
軍の日本人軍事顧問を殺害した。さらに日本公使館を襲撃し
たため，花房義質公使は公使館を脱出し，仁川から船で逃げ
帰った。日本政府は，事変の賠償だけではなく，駐兵権の獲
得と開港場の権益拡充を要求し，これが拒否された場合には
戦闘を辞さない態度を表明した。 
　この動きは駐日清国公使によって清国に報じられ，天津に
いた朝鮮の開化派官僚は清国に即時出兵を要請，清国北洋艦
隊はただちに兵乱を鎮圧，大院君を天津に送った。この結果，
襲撃者の逮捕，見舞金のほか，公使館警護を名目にソウルの
駐兵権を認めた済物浦条約が結ばれた。 
　しかし，壬午軍乱後の朝鮮は，清国の李鴻章が袁世凱を派
遣し，袁は朝鮮軍の訓練をおこなうなど，清の政治的・経済
的影響力の強化につとめた。朝鮮宮廷内では，閔妃政権が清
国への依存を強め，清と結ぶ事大党の勢力が強まり，日本へ

第４章 帝国主義の展開とアジア ＜歴史総合　近代から現代へp.78～96　現代の歴史総合p.48～69ほか　わたしたちの歴史p.48～73ほか＞

山川出版社発行の歴史総合教科書3種すべてに
共通してご使用いただけます。
『歴史総合 近代から現代へ』（歴総707）の目
次配列をベースに10章に分け、章ごとの「概
観」で大きなテーマの基本考察を示し、その
上で各用語を解説した、先生方に必携の一冊
です。

歴史総合教師用指導書
研究編
（歴史総合教科書〈歴総707・708・709〉
共通）

B5判　308頁　定価5,500円（10%税込）

教科書に掲載している全ての図版と問いの解答例を掲載しています。
単元ごとの授業の展開案や板書例、用語解説、参考文献に加え、教科書の内容＋αの資料や発問例も盛り込んだ授業準
備を全面サポートする充実の内容です。

わたしたちの歴史 日本から世界へ
教師用指導書 授業実践編
付属データ集（DVD-ROM）付
B5判　376頁　2色刷　定価22,000円（10%税込）

歴総 709準拠

▼「テーマ」の指導解説ページ例

教科書に掲載の
「テーマの問い」に
基づいた授業の目
標です。

「導入」「展開」「ま
とめ」ごとのタイ
ムテーブルと観点
別評価です。

要点整理は矢印や記号
で相互関連性を示して
おり、板書やプリント
の作成などにご活用頂
けます。

本文で扱う事象や歴史
用語について詳細な解
説を付しました。
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●コンプラ瓶
「コンプラ瓶（蘭瓶）」と呼ばれる波佐見焼の染付白磁。醤油の輸出は17世紀前半から始まる

が、19世紀に入ると輸出向けの瓶もつくられるようになった。瓶に“JAPANSCHZOYA（日本の醤油）”
とあるように、器そのものではなく中身の醤油が輸出品であった。

瓶の中身は何だろう？
日本で醸造した醤油。
醤油は、日本の食卓に欠かせない調味料の１つであるが、一般に普及するのは江

戸時代中期以降とされている。出島からの最初の輸出が1647年、オランダ東インド会社が本国
へ最初にもちこんだのが1737年とされているので、国内への普及と並行して輸出されていたと
考えられる。18世紀のフランスで編纂された『百科全書』にも醤油について「…フランスには、
オランダ人によってもたらされた。このソースは、すべての肉料理の風味を引き立たせ、…素
晴らしい味をもたらす。」との記述がある。ルイ14世の宮廷料理の隠し味として使われたとい
うエピソードも残っている。なお、醤油を使い切ったあとの空き瓶は、一輪挿しなどに利用さ
れることもあったとされている。

【一般書・専門書】
上田信『海と帝国――明清時代』（中国の歴史 9）講談社　2005年
岸本美緒『東アジアの「近世」』（世界史リブレット13）山川出版社　1998年
布留川正博『奴隷船の世界史』岩波書店　2019年
横山伊徳『開国前夜の世界』（日本近世の歴史 5）吉川弘文館　2013年
川北稔『砂糖の世界史』岩波書店　1996年

【漫画】
みなもと太郎『風雲児たち』リイド社など

＋α図版・資料

解説

発問例
解答例
ポイント

参考文献等（教は教師向け、生は生徒向け）

教
教
教
教
生

生
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先生・生徒の視点から導入や
本文理解に活用できる参考文
献を挙げました。

より深い授業が展開できるよう、
適宜、教科書の内容＋αの資料
や発問例を紹介しています。
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テーマの問い

アジアの豊かさは、ヨーロッパ諸
国の対外進出を拡大する大きな動機となっ
た。ヨーロッパの進出は、やがてアジア諸
地域の植民地化につながった。また、アジ
アの商品をヨーロッパでも生産しようとす
る動きもみられた。

18世紀のアジアでは、オスマ
ン帝国や清といった大帝国の繁栄のもとで
経済や文化が発達していた。一方、ヨーロッ
パでは、主権国家の形成が進んでいた。こ
の過程で、ヨーロッパ内における勢力均衡
が重要視されるようになると、自国の国力
をのばすためには海外へ進出せざるをえな
いという状況が生まれた。ヨーロッパ諸国
の海外進出は、はじめ貿易がおもな目的と
されていたが、それはやがて進出した地域
の植民地化へと変化していった。こうして、
16世紀にアメリカ大陸の植民地化が進み、
17世紀にはアジア諸地域も少しずつ植民地
化の危機にさらされていった。

118世紀半ばの世界
この時点でアメリカ大陸は、ヨーロッパ

諸国の植民地となっており、銀・砂糖・タバコ
などの商品をヨーロッパに供給していた。これ
らの商品を生産するためにアフリカ大陸から奴
隷が輸出されていた。アジアからも綿製品・
茶・陶磁器などがヨーロッパにもたらされてい
たが、植民地化はインド沿岸部や東南アジア島
嶼部以外は進んでいなかった。アフリカ大陸は、
アジアへの中継点とみなされ、沿岸部が植民地
化されていった。

この地図から読み取れるアジア・
アフリカ・ヨーロッパの関係、ヨーロッ
パ・アフリカ・アメリカの関係は、それぞ
れどのようなものだろう？

アジアのうち、インドから中国に
かけての地域では、綿製品・茶・陶磁器な
どがヨーロッパに輸出され、アフリカは貿
易の中継点として沿岸部がヨーロッパの植
民地となっている。ヨーロッパ・アフリ
カ・アメリカのあいだでは大西洋三角貿易
と呼ばれる体制が成立している。アメリカ
では、アフリカから輸入した奴隷を使役し、
ヨーロッパ向けの商品を生産させた。

2中国の都市のにぎわい
この絵は、1759年に清の宮廷画家である

徐揚が描いた「盛世滋生図（姑蘇繁華図）」で、
現在、中華人民共和国の遼寧省博物館に所蔵さ
れている。長さ1,241センチ、高さ36.5センチの
紙本著色の絵巻には、画家の出身地でもある蘇
州の繁栄が描かれている。蘇州は、長江下流域
に位置する都市。江南の運河網の結節点であっ
たため、物流の中心地として栄えた。

解答例

ポイント

解説

発問例

解答例

解説

この絵には、なぜ多くの人々が描かれているのだろう？
物流の中心地である蘇州に多くの人々が取引に訪れていたから。

3陶磁器の交流
中国陶磁器は、元末における染付の製作以降、絵付けの技術が発達し明末には赤絵

（五彩）と呼ばれる多色の彩磁（本図上）が盛んにつくられた。とくに磁器は、ヨーロッパ世
界において大変珍重され、ヨーロッパではこれを国産化する努力が重ねられた。その結果、
18世紀初頭のドイツで硬質磁器の製造に成功した。これがマイセン焼（本図下）である。マ
イセンやハンガリーのヘレンドなどでつくられる磁器は、中国風の絵柄を模倣するところ
から始まり、その伝統は今日なお続いている。一方、中国では、清の康熙年間にヨーロッ
パの七宝の技法を応用した粉彩と呼ばれる技法が生まれた。この技法により微妙な色彩表
現が可能となったことから、西洋画風の絵付けをした磁器（本図中）も生産され、ヨーロッ
パへの輸出用に供された。

中国は、ヨーロッパでの需要の高まりに応じて、ヨーロッパ風のデザインの陶
磁器を生産した。ヨーロッパでは、中国と同じ品質の陶磁器をつくる目的で技術が向上し、
ドイツのマイセン焼などが生まれた。

中段の陶磁器は、清の乾隆年間につくられた「琺瑯彩西洋人物図瓶」（永青
文庫蔵）で、描かれているのは、「パリスの審判」という西洋絵画でよく用いられる主題で
ある。このことから、ヨーロッパへの輸出を強く意識したものであると推測できる。一方、
下段のマイセン焼の絵付けが中国風の花鳥図であることから、ヨーロッパの磁器製作が中
国磁器の模倣から始まったということを推測できる。

発問例
解答例

解説

Q解答例

ポイント
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関係について考
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 18世紀の世界と
アジア

■118世紀半ばの世界

■2中国の都市のにぎわい　中国では、河
川や運河を利用した輸
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磁器、ドイツのマイセン焼。上：五島美術館蔵
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オランダ・中国（清）・琉球・朝
鮮。これらの国は、国によって長崎・薩摩・
対馬といったように来ることができる場所
が限定されていた。

江戸時代の鎖国が、対外関係
をいっさい遮断したものではない点を確実
におさえておく必要がある。教科書p.32に
記した清の政策（海禁）と関連づけて扱うこ
とも１つの方法であろう。また、「四つの
窓口」を扱う際には、それぞれの窓口と関
係のあった国名の組合せだけでなく、それ
ぞれの窓口の果たした役割について教員が
適宜補足することで、学習が深まることが
期待できる。補足する内容としては、①直
轄領長崎が対外関係全般の窓口としての中
心的機能を果たす一方で、長崎以外の窓口
では、対馬の宗氏・薩摩の島津氏・松前の
松前氏が、その実務を担当し、異国に対す
る軍事的「抑え」としての軍役を担って幕
府に奉公するという構図があったこと、②
幕府は、「四つの窓口」を通じて、日本を
中心とした秩序を可視的な形で表現しよう
としたことの２点が重要で、後者について
は、朝鮮からの通信使、琉球からの謝恩使
と慶賀使、オランダ商館長の江戸参府など
の図版を用いることも考えられる。

518世紀のヨーロッパ人の中国観
中国で布教をおこなった宣教師たちに

よってヨーロッパに伝えられた儒教・科挙など
中国の思想・制度や造園術などの文化は、ヨー
ロッパ人に中国に対する興味を呼びおこした。
朱子学の理論的な学説は、宗教の神秘主義から
逃れようとしていたヨーロッパの哲学者に歓迎
され、ドイツのライプニッツの哲学に影響を与
えた。18世紀の啓蒙思想家のあいだでは、ヴォ
ルテールが中国の儒教にもとづく政治体制を賛
美し、モンテスキューが中国の専制政治を批判
したように、中国と比較してヨーロッパの国家
体制の優劣が論じられた。また、ケネーの重農
主義にも中国古来の農本思想が影響をおよぼし
ているといわれる。芸術のうえでも18世紀のヨー
ロッパ宮廷ではシノワズリ（中国趣味）が流行
し、中国の工芸品の収集も熱心におこなわれた。

国や政治の体制が法律によって明確
に規定されており、皇帝自身も法律に従ってい
る点は、同じ専制政治でもヨーロッパとは異な
るのではないかとみていた。

ヨーロッパが単純に中国の制度・
文化を賛美しているわけではないことに留意す
る。モンテスキューらの批判的な評価を補足資
料として提示して生徒に比較させるとよいかも
知れない。一方、宣教師らによって中国にもた
らされた西洋のヨーロッパの科学技術が中国に
与えた影響についても適宜補足し、双方向的な
関係を生徒に気づかせたい。

解答例

ポイント

解説

Q解答例

ポイント

4江戸時代の対外交易
江戸幕府は、地図4に示した長崎・薩摩・対馬・松前という「四つの窓口」を通じ

て対外関係を維持していた。日本史の学界で「四つの窓口」という概念が提起されたのは、
1980年代のことであったが、幕臣として蝦夷地問題に関わった近藤重蔵が、「我邦異国と
通路の場所、長崎・薩摩・対馬・松前四ケ所ニ限り候事」（『大日本近世史料　近藤重蔵蝦
夷地関係史料』１巻、東京大学出版会）と記していることから、江戸時代にもこうした認
識があったと考えられる。これらのうちもっとも重要な位置にあったのは、幕府直轄の長
崎で、中国とオランダとの通商関係を担う窓口であった。同時に、幕府の外交交渉がおこ
なわれる所として国内外ともに認識されていた。対馬は、対馬藩主宗氏を介して朝鮮との
関係を担う窓口であった。朝鮮通信使が江戸へ参府する一方、対馬藩は朝鮮の 山に中世
以来倭館を維持し、数百人の日本人が滞在して、朝鮮との貿易をおこなっていた。薩摩は、
島津氏を通じて琉球との関係を担う窓口であった。琉球は中国にも形式的に服属する「両
属」の関係にあったため、幕府は間接的に中国との関係をも維持したといえる。そして、
松前は松前氏を通じて蝦夷地との関係があった。ただし、長崎・対馬・薩摩の場合、その
背景には国家である朝鮮や清、国家に準ずる組織であったオランダ東インド会社との関係
があったが、蝦夷地の場合、「無主の地」と国家を形成していない場所とされ、ほかの三
つの口とは様相が異なることが重要となる。もちろん、アイヌはさらに満洲方面の諸民族
とも交流があり、結果的に中国が北方民族との交流に用いた蝦夷錦などの産物が、アイヌ
交易を通じてさらに日本へもたらされることもあった。また18世紀後半になり、ロシア人
が南下するにおよび、蝦夷地は日本の領土として「内国化」される過程を経ていった。

江戸時代の日本と関係をもっていた国は、どこだろう？　これらの国は、日
本のどの地方にも来ることができたのだろうか？

解説

発問例
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隷貿易もおこなわれ、大
たい

西
せい

洋
よう

三
さん

角
かく

貿
ぼう

易
えき

と呼ばれる体制が成立した。ヨー

ロッパ諸国の競争は、18世紀後半にイギリスの勝利で終わった。しかし、

1783年にアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

がイギリスから独立 し、その影響を受けて、

19世紀前半にはラテンアメリカ諸地域も独立を達成した。そのため、

ヨーロッパ諸国は、新たな進出先を求める必要にせまられていた。

日本・琉球・
蝦夷地

1603（慶
けい

長
ちょう

8）年に成立した江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は、17世紀半
なか

ばまでにキリスト教を禁じ、日本人の海
かい

外
がい

渡
と

航
こう

や海

外に居住する日本人の帰国も禁じた。さらに、オランダを除くヨーロッ

パ船の来
らい

航
こう

を禁止して貿易を統制した。こうした状態は、のちに「鎖
さ

国
こく

」と呼ばれた。しかし、幕府はいわゆる「四つの窓口」を通じて海外

との交流を続けており 、その情報をもとに同時代の国際情勢を把
は

握
あく

した。

　幕府が貿易を統制すると、それまで輸入品であった綿織物・茶・陶磁

器・砂糖などは日本国内で生産されるようになった。また、新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

な

どによって農業生産ものびた。これらを背景に、日本では江戸・大
おお

坂
さか

・

京都の三都が生まれ、三都を中心に全国市場 も形成された。

　15世紀に成立した琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

は、明
みん

・清の冊
さく

封
ほう

国
こく

としての立場をとり、

中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

で栄えていた。しかし、17世紀に薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の侵
しん

攻
こう

を受けてからは、

中国に形式的に服属しながらも、日本の支配を実質的に受けるようにな

った。

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（現在の北海道）は、まだ日本の領域としては把
は

握
あく

されていなか

った。蝦夷地南
なん

端
たん

の松
まつ

前
まえ

をおさめていた大
だい

名
みょう

は、先住民族のアイヌ と

の交易を通じて蝦夷地の物産や中国東北地方の物産を入手していた。

→p.42

→p.36～37

4

★

→p.28 ★

→p.36 →p.28～29

■4江戸時代の対外交易　江戸時代の日本は、長崎・
対
つ し ま

馬藩
はん

・薩摩藩・松前藩を窓口として、海外と交易を
おこなった。また日本は、清と正式な国交をもたなか
ったが、長崎で中国の商人との取引を許したほか、オ
ランダ・琉球・朝

ちょう

鮮
せん

を通じて交易をおこなった。

中国の政治に対して批判的な意見がヨーロッパ
ではかなり広く存在するのだが、私は逆に、中
国旅行記などによって、その政体が賢

けん

明
めい

で明確
な法律にもとづいていて、その法を皇帝が遵

じゅん

守
しゅ

させるとともに、皇帝自身も遵守していると理
解するにいたった。
（ケネー『中国の専制政治』／大野英二郎『停滞の帝国』）

■5 18世紀のヨーロッパ人の中国観

ケネーは、当時の中国（清）を、どのように
みていたのだろう？

対馬藩

長崎

朝鮮

中国
（明・清）

山丹
蝦夷地（アイヌ）

琉球

江戸幕府

オランダ 500km0

さんたん

薩摩藩

松前藩

交易関係
使節の派遣

樺太
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▼「テーマ」の指導解説ページ例

テーマの問いの解
答例は準拠ノート
の解答例に対応し
ています。

教科書では問いが
ついていない図版
についても適宜発
問例・解答例等を
付しました。

図版の解説や教科
書に掲載されてい
る問いの解答例、
指導の際のポイン
トを示しています。
教科書の執筆者が
記述しています。
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● 教科書の単元ごとに作問（約150枚〈47単元〉を収録）
● さまざまなパターンの出題形式
● 定期テスト・小テストに（編集も可能）
● 小問ごとに観点別評価を明示

●❼ 準拠テスト例

山川＆二宮ICTライブラリ
歴史・地理・公民の教育コンテンツをオンラインで適時提供するサービスです。
歴史総合／地理総合に対応したコンテンツは2022年4月より追加予定です。
歴史の山川出版社と地理の二宮書店が、ICTを活用した授業の準備と実践をサポートいたします。

サービスについてのお問い合わせは「①学校名　②先生名　③お電話番号　④メールアドレス」を明記の上、
右記サイトの〈サービスについてのお問い合わせ〉からご連絡ください。　

アクセスはこちらから
https://ywl.jp/service

法人向け定額制コース

  ￥1,320／月（10%税込）個人向け定額制コース
￥77,000／年（10%税込）

授業準備の時間短縮に

プリントや試験問題の作成に

ICT 教育を促進

オンライン授業にも対応

わたしたちの歴史 日本から世界へ　教師用指導書
授業実践編 付属データ集
「教師用指導書授業実践編」は付属データ集（DVD-ROM）がセットになっております。
教科書に関連するさまざまなデジタルコンテンツが収録されており、授業準備や演習問題作成などにご
活用いただけます。

付属データ集（DVD-ROM）　収録コンテンツ一覧

❶ 教科書紙面 PDF
❷ 教師用指導書紙面 PDF
❸ 教科書本文テキスト Word
❹ 教科書掲載地図・図版 jpeg
❺ 授業用スライド PowerPoint

❻ ワークシート Word
❼ 準拠テスト例 Word
❽ 準拠ノート紙面 PDF
❾ 年間指導計画例・評価規準 Excel

● 電子黒板・プロジェクター用
● 教科書の単元ごとに構成し、学習のポイントを明示
● PowerPointのリンク機能を利用したスライド遷移に
より、関連する資料や問いを大きく表示

● 授業スタイルにあわせて編集可能

● 「授業用スライド」の構成に準拠
● 赤字で空欄や問いの解答を明示
● 授業スタイルにあわせて編集可能

●❺ 授業用スライド ●❻ ワークシート

※収録コンテンツは「山川＆二宮ICTライブラリ」からもダウンロード可能です。

PowerPoint pptx Word Word

Word Word

「付属データ集」とあわせれば、ICT活用がさらに充実

こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
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 帝国主義

①～⑰に入る語句を答えよう。

第２次産業革命と帝国主義

●欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

は、19世紀中頃から（ ① ）や電力を新しい動力源と
するようになり、技術の革新によって（ ② ）部門を発展させた。

●（②）が発展するには高度な技術と巨大な（ ③ ）を必要とするた
め、企業は（ ④ ）との関係を深めた。また、植

しょく

民
みん

地
ち

は、（ ⑤ ）
としても重要性が高まった。

●列
れっ

強
きょう

は、非ヨーロッパ世界への進出を強化し、世界を自国の植
民地・勢力圏として分割していった。このような動きを（ ⑥ ）
という。

●世界分割が進む過程で、20世紀初頭には、イギリス・フランス・
ロシアによる（ ⑦ ）とドイツ・オーストリア・イタリアによる
（ ⑧ ）が形成され、両者は対立するようになった。

アフリカと太平洋海域

●（⑥）の時代に世界分割のおもな対象となった地域は、アフリカ
と太平洋海域であった。

●アフリカでは、1884～85年に開催された（ ⑨ ）以降、急速に
分割が進んだ。太平洋海域では、イギリスが（ ⑩ ）やニュージ
ーランドで先住民を迫

はく

害
がい

しつつ開
かい

拓
たく

を進めた。また、アメリ
カ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

は、1898年に（ ⑪ ）を併
へい

合
ごう

した。

中国における利権争い

●日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

後、列強は利権獲得のために中国に進出した。ロシア
は清から（ ⑫ ）の敷

ふ

設
せつ

権を獲得し、1898年には遼
りょう

東
とう

半
はん

島
とう

南部
に位置する（ ⑬ ）の両都市を租

そ

借
しゃく

した。またドイツも山
さん

東
とう

半
島の（ ⑭ ）を租借した。

●清では、日本の明
めい

治
じ

維
い

新
しん

にならって政治の近代化をはかろうと
する（ ⑮ ）が試みられたが、反対勢力のクーデタにより失敗し
た。

●列強の進出は、人々の排
はい

外
がい

感
かん

情
じょう

を高めた。「（ ⑯ ）」をとなえ
る（ ⑰ ）は、1900年に北

ペ

京
キン

に入り外国公使館を包囲し、清も
これを利用して列強を排除しようとした。

●（⑰）の鎮
ちん

圧
あつ

後、列強は中国への干
かん

渉
しょう

をいっそう強めた。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬ ・

⑭

⑮

⑯

⑰

▶教科書 p.56～57
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地図で確認しよう

独立国
イギリス領
フランス領
ドイツ領
イタリア領
スペイン領
ポルトガル領
ベルギ－領
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イギリスの進出
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川

ナ
イ
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コンゴ
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南西アフリカ
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ゴールドコースト

トリポリ

インド洋

大 西 洋

ケープ植民地

キレ
ナイカ

ファショダ

カイロ

ケープタウン

リベリア エチオピア

0°（赤道）

帝国主義の時代、列強は様々な地域を植民地とした。この過程で
欧米諸国の関係は、どのように変化したのだろうか？

テーマの問い

テーマの問いを考えよう

問１～２をもとにテーマの問いを考えてみよう。

問１　第２次産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

によって、列強が非ヨーロッパ世界への進出を強化したのはなぜだろうか。

問２　世界分割の過程で、列強諸国の関係はどのように再編されていったのだろうか。

アフリカの分割（1914年まで）

問１　アフリカの分割が急速に進む結果をもたら
した国際会議で、問題とされた地域はどこ
だろうか。つぎから1つ選ぼう。

問２　アフリカ諸地域に現在の地図でもみられる
ような不自然に直線的な境界線が引かれて
いるのはなぜだろうか。

ア　南アフリカ　　イ　マダガスカル
ウ　エチオピア　　エ　コンゴ

（① ）部門を発展させるための（② ）や商品の市場を
確保することに加え、欧米諸国が1870年代に深刻な不況となったことで、植民地を
重要な（③ ）とみなすようになったため。

世界分割が進む過程で、20世紀初頭には、イギリス・フランス・ロシアによる
（① ）とドイツ・オーストリア・イタリアによる（② ）
という２つの同盟関係が形成された。
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このページで気づいたこと、もっと知りたいと思ったことを疑問のかたちでまとめてみよう。

日本における新しい交通機関の発達

交通と貿易
近代化への
問い①

新しい交通機関の発明

▶教科書 p.20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■1（蒸気機関車）の絵は、蒸気機関を利用した新しい交通機関ですね。

ということは、鉄道は（B：  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
にも活用されたと考えられますね。

■2（蒸気機関車関係の資料）によると、鉄道によってコムギの輸送費が
（A：　高くなった　／　安くなった　）ことがわかります。

（　A　）～（　E　）に当てはまる選択肢や言葉は何だろう？

この頃のインドは、（D：　綿花　／　生糸　／　アヘン　／　茶　）
の生産地として知られていました。

欧米への航路は、日本で生産された（E：　綿花　／　生糸　／　アヘン　／　茶　）
の輸出のために開かれたのでしょうか？

■4（日本における交通機関の発達）をみると、日本でも（C：　明治維新　／　第一次世界大戦　
／　第二次世界大戦　）以降、新しい交通機関が普及していきますね。

最初の国際航路がインドへの航路となったのは、なぜでしょう？
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Q1 ■1（自由貿易と保護貿易の違い）から、自由貿易を選ぶ国と保護貿易を選ぶ国には、どのような違いがあるといえるだろうか？

いまの私たちにつながる課題 自由・制限

① １円でも安い商品を買いたい人にとって、自由貿易はどのような意味をもつだろうか？
② 他国より優

すぐ

れた製品の開発を進めている人や国にとって、保護貿易はどのような意味をもつだ
ろうか？

Q2

① イギリスは、清からおもに何を輸入していたのだろうか？
② イギリスは、清へ何を輸出したかったのだろうか？
③ イギリスは、清に対してどのようなことを求めたのだろうか？
④ 清は、なぜイギリスの要求を受け入れなかったのだろうか？
⑤ 交

こう

渉
しょう

に失敗したあと、イギリスはどのような手段で貿易の損
失をおぎなおうとしたのだろうか？

Q3

どっちがお得？　自由貿易と保護貿易
▶教科書 p.60～61

①

②

③

④

⑤

①

②
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B5判　144頁＋解答16頁　4色刷　定価770円（10％税込）

歴総 709準拠

ノートをご採用いただきますと、特典として解答入
りのWordとPDFデータを「山川＆二宮ICTライブラ
リ」からのダウンロードでご提供いたします。

Word PDF

教科書の内容を短い文章でまとめ
ています。各テーマの基本的な用
語を確認します。

テーマの問いを考えよう
テーマの問いについて、順を追っ
て考えていきます。

地図（資料・図・表・グラフ）で確認しよう
教科書に載っている地図などを読み取り、基
本的な事項をおさえます。テーマの問いに関
連して配置されている場合もあります。

▶教科書科書科書科書 p.20

？

●近代化への問い
● 国際秩序の変化や
大衆化への問い

● グローバル化への
問い

いまの私たちに
つながる課題

（　　）に当てはまる選択肢や
語句、文章を考えます。

教科書の図版番号に
対応しています。

教科書の図版番号に対応
しています。

本文

教科書の に対応して
います。
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わたしたちの歴史 指導者用デジタル教科書（教材）

電子黒板やプロジェクター等でご利用いただく、指導者用のデジタル教科書（教材）です。
学習者用と共通の専用ビューアは直感的に使いやすく、授業に便利な機能も充実しています。
生徒の手元にある教科書と同じ紙面を大きな画面で投影しながら、紙面への書き込み、写真や地図・図表・グラフの
拡大、動画再生などをご活用いただくことで、歴史総合の授業の幅が広がります。

歴総 709準拠

※ビューアのバージョンアップ・仕様変更により、内容や体裁は変更になる場合がございます。

便利な機能❶ ズーム表示　 S
紙面の一部を範囲指定して画面に拡大表示することができ
ます。

便利な機能❷ Q＆A
紙面の発問をクリックすることで、紙の教科書には載って
いない解答例を表示することができます。
（解答例の表示／非表示の切替が可能です）

便利な機能❹ 道具 S
タイマー（ストップウォッチ）、ふせん、ポインターなど、教
室での授業のために用意されたさまざまな「道具」のアプリ
ケーションが利用できます。
生徒同士の話し合いの時間
をとる場合にはタイマーを
画面中央に大きく表示して
おくことが可能です。

紙面の写真・図表をクリックす
ることで、画面に拡大表示でき
ます。注目すべきポイントをわ
かりやすく示すことが可能です。

便利な機能❸

図版の拡大表示

便利な機能❼ グラフアプリ
アプリアイコン
がついているグラ
フは、データ系列
ごとに表示／非表
示の切替えができ
ます。特定のデー
タの動きに注目し
てシンプルなグラ
フを表示すること
もできます。

便利な機能❻

地図アプリ
アプリアイコン が
ついている地図は、地
図の凡例（領域・矢印
など）ごとに表示／非
表示の切替えができま
す。必要に応じて、特
に説明したい要素だけ
を地図に表示すること
ができます。

便利な機能❺ 動画再生　 S
オンライン環境での
ご利用の際は、アイ
コンをクリックする
ことで、「NHK for 
School」などの動
画コンテンツ再生
ページへの画面遷移
が可能です。

S ……「指導者用」「学習者用」いずれのデジタル教科書
にも搭載されている機能です。

「指導者用」ビューアの機能

Google Chrome、
Microsoft Edge、Safari

体験版をぜひお試しください！

対応ブラウザ
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デジタル教科書（指導者用・学習者用）商品概要
●デジタル教科書の基盤システムについて
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」
（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft Edge、Google Chrome、Safariの各ブラウザで動作します。

・紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入いただくことが可能です。
・本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は2022年3月時点の情報のため、今後のバージョンアップにより変更になる場合があります。

●ライセンス体系／動作環境／提供方法／おもな機能について

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

ライセンス体系
学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端末で何台
でもご利用が可能です。ライセンス有効期間は4年間
となります。

１ユーザー１ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、学習者
用端末でご利用ください。紙の教科書のご利用期間中
はライセンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境

●iPad OS※　ブラウザ：Safari
●Chrome OS※　ブラウザ：Google Chrome
●Windows 8.1／10／11　ブラウザ：Microsoft Edge・Google Chrome

　※iPad OS・Chrome OSは、以下「提供方法」にある「クラウド版」「学校内Webサーバー版」のみご利用
可能です。端末本体へのインストールはWindowsのみ対応しています。

提供方法

▼クラウド版（オンライン配信での提供）
各利用者端末のブラウザから当社指定のクラウドサーバーにアクセスしてご利用ください。各端末へのインス
トールは不要ですが、ご利用の際にはオンライン環境が必要です。
▼インストール版（DVD-ROMでの提供、学校内Webサーバーまたはスタンドアロン）
インストール用のDVD-ROMを納品いたします。学校・教育委員会等に設置されているWebサーバーにアップ
ロードして各利用者端末からアクセスしてご利用いただくか、Windows PC端末に直接インストールしてご利
用ください。

ビューアの
おもな機能

●デジタル紙面の閲覧、拡大表示、ページ送り、用語検索
●ペン、マーカー、スタンプ、消しゴムを利用した書き込み／削除／やり直し
●編集した紙面データをユーザーごとに記録・保存
●しおり、ふせん、タイマー（ストップウォッチ）、ポインター
●外部リンクへのアクセス（紙の教科書の2次元コードに対応）

わたしたちの歴史 学習者用デジタル教科書
学習者用の端末でご利用いただく生徒用のデジタル教科書です（１ユーザー１ライセンス）。
指導者用と共通の専用ビューアは直感的に使いやすく、スムーズなページ遷移、紙面の拡大表示、紙の教科書を使用
しているかのような書き込みが可能です。書き込んだ情報はユーザー個人ごとに保存することができます。

歴総 709準拠

便利な機能❶

ペン＆マーカー／
消しゴム
「色」「太さ」「透明度」の設定は自由
に変更可能です。よく使う設定を保存
することもできます。「消しゴム」機
能での書き直しもスムーズにできます。

便利な機能❷

ページ遷移／
用語検索
通常のページ送り、ページ数を直接
入力することによるジャンプの他に、
用語検索機能で掲載ページをすぐに
表示することもできます。

便利な機能❸

ふせん
ふせんを紙面に貼り付けて書き込み
をすることができます。ふせんは小
さく畳んでおくこともできるため、
紙面の閲覧の邪魔になりません。

「学習者用」ビューアの機能

※ビューアのバージョンアップ・仕様変更により、内容や体裁は変更に
なる場合がございます。

Google Chrome、
Microsoft Edge、Safari

体験版をぜひお試しください！

対応ブラウザ

以下のいずれの機能も「指導者用」にも含まれています。
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歴史総合
近代から現代へ
探究につながる詳しい記述
●歴史の流れを詳述、信頼できる内容
●日本史探究・世界史探究とのつながりを意識
●歴史の着眼点となる問いを設定

現代の歴史総合
みる・読みとく・考える
深める歴史　テーマ・資料・問いで考える
● 社会の特質や構造を捉える44のテーマ学習
●深い学び、考える授業の実現
● グループワークに最適！ 様々な問いを設定

わたしたちの歴史
日本から世界へ
見開き47テーマ　ビジュアルで楽しく学ぶ
● 厳選された見開き2ページ完結の47テーマ
●現場目線の楽しい工夫
●身近な歴史から世界をみる

小豆畑 和之（あずはた かずゆき）
東京都立西高等学校教諭

世界史教育
・歴史総合
・高校世界史

荒木 圭子（あらき けいこ）
東海大学准教授

アフリカ史
・現代の歴史総合

池田 嘉郎（いけだ よしろう）
東京大学准教授

ロシア近現代史
・歴史総合
・詳説世界史
・高校世界史
・中学歴史

板垣 暁（いたがき あきら）
北海学園大学教授

日本経済史
・わたしたちの歴史
・中学歴史

市川 大祐（いちかわ だいすけ）
北海学園大学教授

日本経済史
・わたしたちの歴史
・中学歴史

老川 慶喜（おいかわ よしのぶ）
立教大学名誉教授

日本近代・現代史
・歴史総合
・詳説日本史
・高校日本史

勝田 俊輔（かつた しゅんすけ）
東京大学教授

アイルランド近代史
・歴史総合
・詳説世界史
・高校世界史
・新世界史

小田中 直樹（おだなか なおき）
東北大学教授

フランス社会経済史
・現代の歴史総合
・新世界史

仮屋園 巖（かりやぞの いわお）
東京都立国立高等学校教諭

世界史教育
・歴史総合
・高校世界史

岸本 美緒（きしもと みお）
お茶の水女子大学名誉教授

中国明清史
・歴史総合
・詳説世界史
・高校世界史
・新世界史

久保 文明（くぼ ふみあき）
東京大学名誉教授・防衛大学校長

アメリカ政治史
・現代の歴史総合
・新世界史

小松 久男（こまつ ひさお）
東京大学名誉教授

中央アジア近現代史
・歴史総合
・詳説世界史
・高校世界史

塩出 浩之（しおで ひろゆき）
京都大学教授

日本近現代史・
政治史
・現代の歴史総合

澤野 理（さわの おさむ）
神奈川県立逗子高等学校教諭

世界史教育
・わたしたちの歴史

島田 竜登（しまだ りゅうと）
東京大学准教授

南アジア史・
東南アジア史
・歴史総合
・現代の歴史総合
・詳説世界史
・高校世界史

島津 聡（しまつ さとし）
東京都立八王子東高等学校教諭

日本史教育
・現代の歴史総合

鈴木 淳（すずき じゅん）
東京大学教授

日本近代史
・歴史総合
・詳説日本史
・高校日本史

高橋 哲（たかはし あきら）
渋谷教育学園幕張中学校・高等学校教諭

日本史教育
・現代の歴史総合
・中学歴史

津野田 興一（つのだ こういち）
東京都立立川高等学校教諭

世界史教育
・現代の歴史総合

長井 伸仁（ながい のぶひと）
東京大学准教授

フランス近代史
・わたしたちの歴史
・中学歴史

中家 健（なかいえ たけし）
東京都立小石川中等教育学校教諭

日本史教育
・歴史総合
・詳説日本史

中村 尚史（なかむら なおふみ）
東京大学教授

日本近代史・経済史
・現代の歴史総合

中山 拓憲（なかやま たくのり）
神奈川県立湘南高等学校教諭

世界史教育
・わたしたちの歴史

野﨑 雅秀（のざき まさひで）
東京大学教育学部附属中等教育学校教諭

日本史教育
・歴史総合
・詳説日本史

福本 淳（ふくもと じゅん）
栄光学園中学高等学校教諭

世界史教育
・わたしたちの歴史

藤本 和哉（ふじもと かずや）
筑波大学附属高等学校教諭

世界史教育
・現代の歴史総合
・詳説世界史

古川 隆久（ふるかわ たかひさ）
日本大学教授

日本近代・現代史
・歴史総合

牧原 成征（まきはら しげゆき）
東京大学准教授

日本近世史
・歴史総合
・詳説日本史
・高校日本史

松本 英治（まつもと えいじ）
開成中学校・高等学校教諭

日本史教育
・歴史総合
・中学歴史

丸山 優介（まるやま ゆうすけ）
東京都立翔陽高等学校教諭

日本史教育
・わたしたちの歴史

守川 知子（もりかわ ともこ）
東京大学准教授

西アジア史
・現代の歴史総合
・わたしたちの歴史
・中学歴史

安田 智昭（やすだ ともあき）
三輪田学園中学校・高等学校教諭

日本史教育
・わたしたちの歴史

山川 志保（やまかわ しほ）
お茶の水女子大学附属高等学校教諭

世界史教育
・現代の歴史総合

吉澤 誠一郎（よしざわ せいいちろう）
東京大学教授

中国近代史
・現代の歴史総合
・わたしたちの歴史
・中学歴史

渡邉 宏明（わたなべ ひろあき）
海城中学高等学校教諭

日本近代史
・わたしたちの歴史
・詳説日本史
・高校日本史
・中学歴史

授業の展開に応じた3種の教科書を発行しています。

山川出版社の
「歴史総合」
教科書一覧

著作者
（2022年3月現在・五十音順）
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〒101-0047　東京都千代田区内神田1-13-13
TEL 03-3293-8131　FAX 03-3292-6469 https://www.yamakawa.co.jp/

小社ホームページでは、教科書づくりの想いとともに、「歴史総合」の教科書を
安心してご活用いただけるよう「年間指導計画作成資料（シラバス例）」「評価規
準（規準と方法）」「選定のポイント（採択理由）」を掲載、ご提供しております。
あわせて、「準拠・補助教材」「ICT教材」のご紹介もしております。

歴史総合の教科書と合わせて活用

準拠教材・補助教材・デジタル視聴覚教材
活用最適シーン……　自：予・復習／　知：知識確認／　資：資料読みとき／　授：授業

● 教科書の内容を整理し、穴埋め形式で重要語句を確認。
● 教科書「テーマの問い」に段階を踏んでアプローチできる。
● 教科書中の地図・図版を用いた読み取り問題も掲載。わたしたちの歴史　日本から世界へ　ノート

B5判　4色　144頁＋解答16頁　定価770円（10％税込）

自 知 資 授準
拠
教
材

デ
ジ
タ
ル
視
聴
覚
教
材

補
助
教
材

四六判　2色　360頁　定価990円（10％税込）
【アプリ付き版】
四六判　2色　360頁　定価1,650円（10％税込）

山川 歴史総合 用語解説
自 知

● 「わかりにくい、詳しく知りたい」に応える必携の一
冊。
● 用語の配列は『歴史総合 近代から現代へ』（歴総707）
の章・節の内容に沿って、時系列・国・地域の順とし
ているので、効率よく学習ができる。

● 歴史的な事項の背景や因果関係なども記述している
ので、より深く内容を理解できる。

● 「アプリ付き版」では辞書アプリがついてくるので、
手元のスマホやタブレットで用語検索が可能。

AB判　4色　40頁＋解答2頁　定価440円（10％税込）

地図＆年表で整理 歴史総合
自 知

● 歴史総合を19テーマに分け、各テーマ見開きに
して時間（タテ）と地域（ヨコ）の同時代の流れ
を一覧する。

●関連地図や資料も掲載。

AB判　4色　56頁＋解答24頁　定価440円（10％税込）

歴史総合資料集
● 歴史総合を40テーマに分け、「歴総708」から
厳選した図版・資料で構成。

● 資料と問いのセットで「知識・技能」「思考・判
断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の資
質を養う。

自 知 資 授

B5判　2色　128頁＋解答16頁　定価990円（10％税込）

歴史総合問題集
● 歴史総合に対応した問題集。
● 歴史総合に関する諸事情を素材に、学習に必要
な知識を確認する。

● 資料を使った多様な問題形式で、読み解く力を養う。

自 知 資

B5判　2色　80頁＋解答8頁　定価660円（10％税込）

歴史総合 要点チェック
● 『歴史総合 近代から現代へ』（歴総707）の章・節に
合わせた構成。
● 教科書の記述を要約した問題文なので、解きながら
流れがつかめる。

●穴埋めで単元ごとに重要用語を確認。

自 知

定価8,800円（10％税込　※クレジットカード決済のみ対応）

歴史総合デジタルテスト集 一問一答
● 48テーマ（各テーマ20問）960問収録。
●Word形式なので編集可能。
●生徒用タブレットへの配信可能。
●山川＆二宮ICTライブラリでのダウンロード販売。

知 授

DVD2枚組み　定価22,000円（10％税込）

ムービー歴史総合
授

●全60テーマを30ずつに分けた2巻構成。
● 1テーマが3分程度なので、授業のどのシーンで
も活用がしやすい。

● 臨場感ある映像、明瞭なナレーション、解説書付
きで生徒の興味・関心を引き出す。

※書店店頭での販売は致しません

※書店店頭での販売は致しません

山川HP
歴史総合
特設サイト
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